
< 後期高齢者医療制度の被保険者となる組合員について>

一
7
5
歳
以
上
の
方

-

1.医療給付やその他の事業は後期高齢者医療広域連合が行う

2 .後期高齢者医療制度の保険料を納付する(月額6,200円程度)

国保組合の組合員資格を継続しない

保健事業が利用できる
(利用できる具体的事業は現在検討中)

国保組合に応分の保険料を納付
(保健事業見合い分、金額は検討中)

7

5
歳
未
満
の
家
族

-

国保組合の被保険者資格が喪失する

今までどおりの保険給付、保健事業

家族分保険料を組合員が納付

市町村国保の被保険者となる

○事業主が組合員資格を継続しない場合、次のことが考えられます。

1.その事業所に勤務する従業員も被保険者資格を喪失する。

2.法人や従業員5人以上の事業所は社保適用となり、事業主負担が発生する。


